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日
日
｛
七
づ
る
も
の
〈
忠
一
ツ
L
J
一「

A
十
川
い
お
い
て
高
田
r
才

J

V

1

J

の
定
恐
を
計
佐
し
で
い
ρ

一
マ
ノ

／
コ
ン
主
主
V
A
U
、
A
十トがし旦河可～川品川内
L
7一
定
め
ノ
二
J
L
A
P
あ
る
ヲ
）
Y

キ

泊
り
、
高
茂
地
以
か
定
め
～
コ
れ
る
ー
と
計
四
J
J
L

、寸
jι

両日刊一、、
J

J

寸

が
比
比
六
で
き
な
く
な
る
」
ど
か
う
寸
限
定
吉
本
仏
お
い
刊
が
、
阿
川
わ
抗

日
力
作
さ
が
11rい
が
ゐ
U
M
「
刀
の
仕
氏
3

J
強
い
反
対
日
立
守
町
P
起

こ

灯

、

山
ば
件
え
と
の
一
市

J
A
υ
を
行
、
ゥ
J
う
い
山
市
め
ゐ
行
以
桁
与
を
紋
け
と
じ

十「『
J
U地
U
4
爪
二
三
う
九
日
引
に
お
い
て
、

X
は
、
J

ノ
ー
ツ
A
q

円
一
メ
ン

l
に
お

い
と
反
は
き
に
を
ほ
出
し
都
市
計
州
審
ιニ
甜
人
γ

一
に
お
け
る
都
市
一
同
丙
宗

K

れ
る
こ
一
は
な
＼
結
局
、
文
丹
市
一
初
行
計
画
手
一
不
い
J
t
μ

一1
2
吋古川

度
地
区
J
V
↓
人
ま
で
一
辺
了
渋
時
中
出
引
ょ
出
会
行
、
F

，一ノ

ι一
、
き
な
か
勺
た

以
上
町
十
ト
ョ
例
に
つ
い
て
、
と
人
の
山
口
訟
刊
に
存
え
よ

山
口
吐
い
川
一

μは
｝
の
ょ
う
か
弘
法
効
県
を

ιに
か
い

日
都
市
引
一
F…長
｛
↓
℃
い
川
丈
寸
る
法
定
J

続

c
A
t
い
か
民
広
川
刷
メ
策
定

に
あ
た
三
と
i

J

た
手
続
企
ヒ
較
J

ご
、
ー
の
よ
っ
な
f

汁
に
お
色

」
め
る
い
よ
同
町
山
円
、
が
あ
々
か
、
注
ペ
よ
f

J

X

L

H

川
L
q
る
入
山
の
対
氾
仁
問
題
り
あ
る
か

山
川
又
ヂ
当
初
出
J
Y

／
J

t

一
／
建
築
計
山
ふ
一
当
漁
了
苧
一

v
L
4
f
た

持
品
、
i

f
の
ぶ
つ
な
け
叫
的
手
段
カ
み
る
え

〉

X
m－
当
初
乃
J

ン
ン
ー
ン
山
在
宅
？
ロ
当
か
ど
不
ロ
主
に
す
る

1
5巾
の

同
以
M
J
一Mlは
刊
γ
出
l

｝
門
て
る
か
J

｛
替
問
、
条
え
九
日
害
時

都
市
計
画
法

律
一
辺
仲
駅
伝
出

官
マ
訓
川
示

I

官
凹
話
人
的
救
校

A 
r千間

絞出
L
T
H
I
い
の
主
誇
い
よ
り
犯
い
非
の
成
立
ヲ
ー
γ

訂
正
さ
れ
る
の
は
ど

の
よ
う
な
均
台
か
、
ぞ
れ
日
ど
の
ト
お
う
な
市
町
一
…
に
よ
る
の
か

γ

J

い
で
ち
え
る
l

二

Z
7ケ
述
べ
な
ぺ
い
し
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ι犯
に
お
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一
三
部
J
コ
什
全
品
一
け
止
の
原
則
が
ぶ
i
p

、Y

れ
る
が
拠
レ
問

7
H
サ
一
亡
、
だ
／
4

戸
九
J
v
分
引
な
い
千
八
河
正

犯
カ
認
め
」
け
れ
る
カ
戸
ぺ
一
託
、
考
、
メ
る
と
こ
ろ
を
泣
ぺ
な
さ
い
ι

A
J
r十

i
z有

A'1：：支半期訪殺；的出

X
は
、
ミ
j

一円
v
f
f
寸
い
に
な
り
、
殺
害
誌
を
も
ぺ
J
L
A
の
竹
千

九
刊
＼
絞
め
九

1
C

」
ろ
、
ミ
日
F
ぐ
う
↓
？
と
な
っ
七
た
め
、
い
化
亡

〆
」
に
も
の
と
出
店
い
へ
知
人
力
、
ー
に
7
F

の
1

死
体
勺
取
殺
し

円
つ
ヰ
一
相
談
し
た
F

一」布、

Y
は
A
幻
な
お
土
き
て
U

る
こ
と

し
ん
バ
つ
い
～
が
、

E
J
h
y
で
A
h
E人
的
な
似
…
孔
が
あ
れ
Jと
た

め
、
主
が
死
J

へ
で
も
か
主
わ
な
し
と
考
三
、

xに
汁
「
ば
件

目
山
泣
く
の
r
両
院
込
社
坊
に
て
4
栴
と
て
ヰ
ぐ
た
り
さ
ー
か
一

ι
教

↓
小
〆
た
こ
こ
ハ
ソ
、

λ
は甲

μ
に
従
い

A
の

死

体

ヰ

是

認

処

パ刀地
d
I
t
選
び
、
ン
ー
ベ
ル
カ

r
J
J
F
似
て
時
め
た
止
め
、

A
L
M
玄
札
死
す
る
に
一
日
〆
i
J

一ぃ

x、
Y
円
四
汁
円
、
ォ
ミ
刷
な
さ
い

ザロ

2

X
は
、
日
投
古
手
一
に
あ
る

Y
乙
の
定
b
d
y
L
が
山
ハ
江
戸
必
つ

か
な
い
の
が
む
丸
L

一人、

J
F
、
v
i
j
の向ヨ
μ寸川
J

心
控
を
骨
川
ん
と
は

虐

pdt緑
川
辺

J
C
μ

け
、
い
じ
〔
ず
一
ヘ
戸
も
日
世
叫
す
っ
川
J7A

欣
二
一
リ
白
人
一
絞
る
の
U

ヰ
一
行
を
断
続
合
「
／
行
っ
て
い
た
が
、

V
ム了

の
帰
り
が
遅
い
こ
〆
一
か
与
、
浮
気
士
疑
っ
こ
わ
け
直
に
な
り
、

E
jカ
帰

t
J
L
L
き
に
は
、

x日
d

判
的
口
町
内
に
よ
り
ず
う
y

川

、
〕
状
患
に
詐
ハ
り
、

A
に
対
す
る
悪
行
ち
ん
刀
を
白
い
て
乃
滋
L

ハ
も
の
に
な

ν
て
k

た
〔
い
と
ー
は
、
こ
斗

htiァ
の
附
則
？
ノ

出1

ヰ成

↑
拙

f
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、
h
u
た
な
が
丈
人
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ど
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間
官
九
三
甘
燥
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ムにわソ

r
A
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刀
打
が
出
馬

γ
な
っ
て

v
f一
」
ー
か
っ
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X
の戸
d

h
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J

め
y
t
t言
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士
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な
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J

J

P

ワ
ヌ
、
泣
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に
扶
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求
め
る
、
と
ト
4
r
r
二
七
ト
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、

V
A
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忍
一
汁
キ
れ
砧
に
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止
で
き
。
ー
た
、
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の
昨
戸
て
出
ッ
に
注
叫
r
病
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に
連
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ば
川
河

は
伴
六
ト
救
命
が
川
点
目
と
あ
っ
た
の
に
、
川
も
し
な
い
ま
小
丹

び
外
へ
山
た
P

ど
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様
、
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は
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さ
勺
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木
刀
一
に
が
7
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繰
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起
し
、
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は
術
的
一
一
町
〆
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な
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た
後
の
暴
行
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よ
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吉
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命
偶
／
な
〆
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川
叱
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了
勾
仁
、
＋
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つ

V

へ
Y
L
J
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井
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州
！
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九
V

ハ

V
国
諜
法
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仁
川
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投

l

公

m、
大
件
町
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惚
的
任
汚
水
域
及
び
草
川
日
誠
心
［
叫
一
際
1
抗
1
1

の

地
位
に
問
1
1
そ
め
小
そ
れ
ん
し
ソ
泊
或
門
流
山
J

三
れ
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囚
持
出
昨
阿
川
－
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出
を
簡
単
い
（
そ
れ
で
れ
数
行
程
庄
内
ト
人
陪
阿
川
と
俳
仙
川
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凡
社
山
山
川
本
域
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A
h
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仏
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「
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て
は
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？
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3
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J
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；

［
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］
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国
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よ
る
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什
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迎
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；
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］
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仁
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札
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ら

A
Zが
、
凶
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の
阿
古
の
笥
ー
で
あ
G
F
一
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ら
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あ
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、
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凶
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八
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A
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、
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、
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す
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反
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I
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梓
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古
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で
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I
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令
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叫
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ゐ
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；
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問
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葉
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司
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仁
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－
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什
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X
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ず
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の
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↓
コ
ワ
ヘ
年
内
主
同
の
声
明
は
、
凶
際
止
！
一
、
古
史
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伐
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叫
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史
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ワ
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v
草
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づ
る
つ
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勺
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治
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想
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お
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誓
「

J

い
く
べ
嗣
じ
よ
し
そ
の
さ
い
、
ノ
］
シ
ド
ン
、
口
J

L

句
、
ぺ
J
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権
刀
ひ
げ
に
引
「
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及
）
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U
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と
J

2

口
吋
ク
ど
こ
ヱ
ャ
ム
の
丸
山
4
J
A
川
4

柑
に
〉
い
て
、
一
同
」
寸
ヲ
ド
ソ
山
山
し
つ

つ
論
じ
よ
れ
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の
さ
い
、
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、
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、
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、
《
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若
ド
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ず
↓
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る
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h
m
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救
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ノ
＼
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刊
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川
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、
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ア
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h
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仲
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司
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と
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茄
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叶
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費
助
成
市
長
制

川、
1

山
ふ
幼
児
f
F
経
費
助
成
支
例
主
権
基
勾

V
口

イ

ャ

リ

ン

ヲ

法

官

マ

キ

へ

ん

持

守

4
2
1
 

R
Hヤ礼子
状
法
人
出
が
運
口
才
る
よ
ト
人
学
が
M

W

有
心
名
簿
え
十
ず
ム
J

十
ト
一
止
布

す
る
二
、
こ
に
う
え
一
、
個
人
情
以
以
設
状
（
官
時
」
上
川
問
題
点
を
指
抗

J

一
ノ
つ
平
カ
が
る
べ
き
手
段
に
一
J

い
し
品
明
な
え
一
、
ぺ

叩コョ担

2
次
の
問
主
閃
un
よ
り
ど
ち
う
か
山
チ
岩
沢
J

て
同
色
叫

J
〔

能

出
向

A
布
団
時
一

zrrは
、
近
時
、
川
凶
ー
υ一
一
、
ン
ン
4

シ
事
件
二
mu茶
均

球；一々
ザ」
h
h
V
ハ訴
1
h

－一森一山比一門小い崎心プ～
H
H
e
ロ
唱
団
、
「
授
訴

部
一
ー
ペ
円
ハ
門
川
判
H
M

刊

訂

1

［

1
ム「2
4
存
店
判
日
目

3
0

J

山六

ω
小
川
告
ど
い
川
京
市
辛
来
品
一
ud
取
前
半
芋
一
行
政
認
円
丸
’
f
取

市
訴
訟
一
一
み
］
ハ
ヘ
京
地
山
引
日
同
日

J
1
一
押
訴
審
］
高
対

必
刊
日
3

2

・
布
「
ト
牛
I
E洋
一
吉
川
l
ヘ
刊
日
7

2

・

／

長

小
引

H
M
e
じ

e
り
】
一
と
ど
、
刺
市
内
川
い
れ
い
に
民
よ
る
悼
行
町
一
列

が
多
い
。

ヘ
問
題
）
そ
こ
で
阿
川
い
ず
れ
少
の
判
例
に
イ
、
点
を
ふ
一
二
一
＼
市

に
そ
内
法
的
忠
告
と
到
達
円
限
界
J

、
第
一
日
ぞ
の
九
七
会
U
U
E

V
井
ヘ
ヘ
「
J
品
川
の
ゐ
／
J
J
A
姿
に

J
い
こ
、
明
、
つ
〆
乙
ろ
を

H
ベ
ム

目
4
H
l
 

ヘ
前
提
F
i
M
M
U
J
β

ヘυ
ば

ハ

1
一
ハ
守
成
す
、
川
’
斗
二
月
品
誼

L
、
或
一
ー
じ
r
十
六
日
h
t
士
坊
位
、
一
は
、
わ
が
囚
初
の
景
伺
γ
悶

j

ゐ
総
合
的
な
法
以
で
あ

ωJ
い
法
は
、
ι
l
J

開
計
一
F…一
弘
山
市
内
」

｛
八
来
、

μ
試
叡
曲
川
人
丸
去
と
い
う
種
類
の
規
制
仁
寸
法

ぇ
f
j
め
ど
い
＋
ゐ
「
伯
方
、
技
が
凶
に
お
v

て
は
、
神
奈
川
県
五
鶴

り
の

7、
つ
＼
り
条
何
一
、
通
称

1
Z
の
条
例
一
ヤ
U

不
都
市
方
向

与
」
一
、
い
り
苧
備
条
例
久
々
と
、
司
小
説
や
よ

ι？
、

η
ー
し
関
ず
ア
古
本
日
間
カ

た
く
了
／
予
ゐ
ヘ
車
問
！
山
削
疋
当
日
日
一
一
仁
訴
、
引
円

U
、
内
力
一
山

山川リ川川川〈
ま
た
井
リ
副
長
制
力
進
ん
と
い
る
つ
ポ
訴
で
は
、
成
八
」
i
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uv

尽
都
刊
が
、
部
一
一

1
山
町
一
山
に
ら
v

一
っ
く
品
、
ー
開
制
っ
叫
化
や
、

「
関
川
品
桜
制
」
に
J
る
両
さ
制
限
条
例
の
制
一
て
ム
減
よ
勾
電
前

広
口
J
U
A

土
防
ポ
に
寸
る
［
内
外
仏
件
物
と
刊
の
改
止
を
JW
汀
し
て
い

守

7
－
が
お
一
日
報
、
7
斗
に
よ
れ
明
お
っ
か
こ
な
い
、
話
題

Y
7
C
C

U
5

他
方
γ
へ
収
布
は
、

T
lべ
凡
打
一
口
月
に
御
巴
品
川
、
の

品
乃
父
古
川
門
亡
が
主
義
混
一
白
書
問
、
（

m
）

え

M
V
M
訂
十
る
方
針

ゲ
一
同
め
よ
こ
と
で

U
に
話
題
／
一
役
つ
↑
い
る
c

さ
勺
IL

（一一昨山咋芦

屋
川
六
蛮
川
出
引
は
、
円
改
一

f
、
午
月
二
長
代
数
民
面
積
を

刈
六
ハ
ぱ
以
上
I
r
L
q

る
芸
品
州
一
先
例
定
位
ん
某
増
人
山
ハ
へ
条
の

げ
も
レ
づ
く
と
い
計
丙
に
か
か
ふ
建
築
条
例
）
が
成
fv
了苧一戸

こ
か
大
ヰ
一
な
話
約
一
J

な
っ
て
、
心
J

（
間
選
一
こ
の
よ
っ
元
主
刊
紙
定
に
お
戸
ゐ
J

尽
設
い
判
ず
る
法
的
立

”
な
丹
到
達
竹
J

一
甘
ん
式
的
内
山
誌
の
判
庄
店
、
を
い
w
i
え
て
、
第
一
ド
M
T

h
悦
ム
ヨ
門
的
意
義
と
恨
袋
、
店
店
二
に
ふ
円
滑
河
内
あ
わ
芹
に
う
い
ぞ
＼

川
口
一
こ
ろ
や
一
泊
三
よ
「

ヰ成

中ロ包
3xu、
Y

一
川
存
否
）
に
よ
る
父
壱
手
放
に
て
ホ
足
山
川
市
っ
骨
折
今

一
会
為
三
、
す
制
院
－
相
当
杭
師
Y
）
に
f
骨
折
格
海
凶
定
怖
を
、
つ
け
た

が
、
そ
の
捺
に
、
持
花
続
一
一
に
r
J

る
掃
作
け
で
、
会
時
脱
出
相
沖
の
待
選
荷

主

向

l
v日
批
詩
）
九
A

一
起
こ
二
～
九
い
判
Jru
一一

r
Hて
山
総
u
た
か
什

訪
刷
用
1

1

て

ι人
目
れ
授
、
府
状
川
定
4

一
＼
直
航

rど
t

父
述
ア
放
の
被
拝
苦
X
は
、
誌
に
汁
J

亡
、
こ
ん
な
法
山
梨
拠
に
さ

つ
い
工
、
と
よ
d

内
訟
の
前
ぷ
が
可
能
か

次
の
山
崎
心
什
L

わ
り
一
三
凶
一
一

J

「
ご
い
υ

羽
川
出
も
間
当
ド
一
小
L
な
さ
い
“

川

Y
病
問
の
担
当
医
帥
Y
に
迅
小
人
が
な

v
場
九
r

t

l
病
院
の
在
ρ

コ
民
的
y
h迅
j
J
N
J
め
る
詩
人
介

m
u
j山

γ
仕
畏
監
査
品
求
，
仕
寸
↓
一
が
い
臥
の
特
説
及
川
f
決
能
に
つ
い
T
L
説

明

な

品

、

へし
V
憲
法
2

！こ司川忠奈川教授

一一
f
札
ぞ
れ
に
つ
ど
、
解
桧
せ
一
小
C

'" -v. 
討結

平川
U
L申
請
を
－
土
日
化
守
る
自
に
v午
け
ら
れ
hv
凶
コ
の
訊
州
民
と
Z

れ
ぞ
れ
の
ぜ
官
w
「
h
T

日
行
一
、
て
り
U
4
附
せ
よ

J

支
H
4

一
三
何
い凶
家
神
、
川
口
の
A
川
？
阜
を
陀
I
て
た
、
ハ
才
一
＼
1

1

i

や
同
叫
法
に
お
け
る

回

p
f
l
t
M校
内
合
併
を
〆
一
の
ぶ
つ

γ
…4
併
す
べ
九
一
か
ト
つ
い
て
ヘ
ヘ
一
べ
よ

z
h
f
、
そ
礼
に
本
コ
一
寺
、
い
本
内
長
凸
裁
刊
川
が
採
州
F
ゐ

H
的
効
州
市

北
川
主
ー
に
つ
に
市
相
川
付
一
日
ふ
ι

V
行
政
法
A

L

八
九
伝
規
子
救
校

次
円
三
山
山
中
か
っ
二
問
を
習
は
択
J

て
ふ
す
ん
な
さ
い
「

指
定
悟
償
の
吏
バ
の
丈
一
米
一
ト
つ
い
一
＼
吋
J
刊
の
阿
南
を
会
析
し
た

ス
て
、
｝
」
分
の

g
見
守
r
夜
間
レ
な
＼
t
L
仁

、ι

凶
衣
賠
悦
品
求
訴
訟
い
お
い
て
、
行
政
日
d
規
制
柏
原
町
不
行
俺

日、
J

の
仁
う
～
J
A
M
J

ム
口
に
注
法
1

）
な
る
カ
判
例
乃
何
事
ョ
キ
ヘ
ん
L
h
J

ι
f
jえ
で
、
日
分
の
三
戸
ん
ち
伊
八
開

υ
な
ぺ
い
し

（阪人比羊 C7 '.l l訂＇ HI '21)07. c _ 



空
港
や
芝
均
的
投
世
情
却
の
川
円
、
証
一
L

よ
り
、
利
用
円
以
内
円
治

者
に
被
士
が
止
じ
て
、
る
川
崎
〈
口
、
被

E
H白
ば
と
の
に
】
な
司
i
A
山町一な

え
ぺ
～
求
め
品
こ
と
が
で
き
る
か
J

二
つ
い
以

i
の
立
体
例
を
あ
げ
て
論

じ
な
お
い
υ

V
地
方
自
治
法

1

ー
セ
ム
！
λ

問
教
授

次
的
中
川
け
の
よ
、
二
耐
を
選
r
h
L
て
町
え
什
N

よへ

問

1
）
条
例
制
定
権
の
ぷ
設
と
限
界
に
J

い
こ

1

条
判
制
T
え
惟
の
限
再
三
一
、
て
、
二
法
ー
の
出
川
市
ノ
川
μル
Z
I－－わ

山
ア
引
ノ
と
に
一
UV
打
る
こ
J

が
て
主
プ
ω
r一
J

亡
、
ど
れ
れ
て
れ
の
よ
っ
ぇ
平
に

お
ハ
て
J

の
よ
ー
な
江
津
問
起
が
あ
る
刀
、
山
f
川
川
を
ふ
げ
な
が
、
ノ

ム
嗣
了
、
ー
の
よ

一〉

来
日
仇
の

J1
沼
…
性
峰
山
附
い
は

L
の
よ
、
な
十
川
L
ま
や
千
山
一
H
m
v
考
、
？
？

れ
る
か

vりi
h
M
A
J

て
み
ふ
じ

｛
一
山
フ
財
政
ー
一
二
即
時
ト
ワ
ピ
、

世
4
1」
rd朱
丈
え
に
て
、
以
丹
問
、
に
汚
」
、
L

一
＼
み
よ
c

ー

ι

ぶ
い
上
、
い
山
地
方
公
共
同
仕
げ
は
肘
リ
ー
は
い
治
権
を
有
す
る
元

A
池
方
公
共
間
伐
が
、
法
、
T
Y外
出
活
税
条
例
を
引
定
）
、
総
務

犬
山
げ
協
一
誌
会
一
求
め
た
い
ご
ろ
、
総
孫
六
匝
は
日
記
な
い
「
ご

れ
一
ト
対
し
て
、

A
地
！
川
公
共
寸
ィ
人
年
少
一
し
仁
は
、
ど
の
よ
う
さ

JU

V
P
V

ニ
二
小
で
き
ゐ
か
誠
一
じ
て
み
ム
ゎ

｛参
νア
ん
ド
丈
｝
判
暗

地
力
説
十
戸

弘

リ
l
l
f
】
十
六

J

’l
J

d

 

官
マ
説
示

I

川口

μ串
J

津
夫
救
校

｛

l
］

ιη
文
中
内
的
孤
内
に
一
パ
九
人
す
べ
主
位
匂
わ
数
ア
士
解
答
同

制
に
ド
引
汀
仙
の
手
付
μ
勺
こ
y

一j
h

辛

h
Aな
さ
ド

主
主
、
川
の
子
山
知
一
民
t
7
p
p
複
数
回
附
肝
心
刊
二
、
J
O
J
ト

｛

A
］
川
得
税
の

F
l
＼
口
一
川
似
し
午
、
ふ
る
ハ
所
得
椛
主
計
構
成
、
り

引
ん
に
は
一
つ
の
伝
主
p
J
晶

、

ウ

は

消

費

乱

（

2
Hん千

戸
川
得
は
念
一
～
？
め
い
川
、
も
つ
つ
は
一

2
）
で
あ
る
後
言
の

タ
イ
プ
の
研
件
扶
へ
ふ
り
日
ぷ
ど
＼
川
記
の
範
悶
を
ど
内
ょ

う
い
梶
山
叫
す
る
か
い
つ
い
7

～
、
ワ
円
寺
」
ん
が
あ
る
〕

は
一

3
）
で
み
円
、
こ
れ
に
と
山
づ
，
、
川
得
祝
rょ
を
制
限
的
所

得
奴
今
山
号
、
、
つ
ι

？
の
A
旬
、
ザ
八
方
心
材
料
M
L
川
、
べ
町
子
い
，
J

判

44円、ノ

ル
一

1
〆
の
み
キ
刈
伊
一
川
J

」〆

cm飢人
’
u

d

、
一
時
的
偶
発
的

な
利
得
乙
室
町
長
の
祐
阿
か
門
除
外
一
q
る」
C

に
あ
る
D

J

U

う

J

は
じ
｝
一
、
あ
り
、
こ
れ
に

o
九
ば
ー
ヘ
ハ
h

｝
を
増
加
一

ロ
る
経
済
的
利
仰
い
い
は
一
y

べ
て
川
ん
は
い
を
格
札
ー
す
る
も
う
と
さ
れ
る

？
｝
の
考
ん
y
J

一
基
づ
ノ
、
所
得
机
ん
川
£
一

F
t

）
、
と
い
う
v

現

h
の
町
民
税
一
エ
勺
ぐ
は
巳
～

J
G

－
一
日
～

5
－
の
よ
う
な

吋
的
偶
発
川
な
利
保
も
課
税
附
得
u
f

弐
れ
、
宝
一
ら
円
、

（
山
一
〆
い
ス
パ
ス
A

J

f

叛
r

山
も
泣
付
久
礼
て
い
る
こ
し

か
、
ニ
ヌ
広
三
脱
出
こ
は
記
、
な
り
一

l

）
に
ふ
つ
ど
制
限

的
川
悼
呪
主
語
採
用
さ
れ
て

v
な
い
こ
ト
r

は
同

l
b
一
で
ふ
み
る
c

伯
々
、
認
叫
杭
司
得
約
一
担
斗
汁
が
治
会

7Fj包
日
出
ド
同
情
校
三
一
丸
仁
い

る
と
は
し
ヘ
一
乙
一

hr四
両
的
に
沌
枠
な
出
で
古
ヘ
出
向
さ
れ
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～
い
な
い
こ
p

も
ま
た
別
ご
か
で
あ
と
υ

判
心
一
口
、
や
〕
附

属
川
悦
い
（
ミ
義
川
川
ノ
ち
、
個
E

へ
の
（
万
）
灯
崎
紅
J
Z
L
4
J

ナ
ら
す
ノ
ー
す
う
H
u
味
↑
じ
、
］
マ
一
川
的
一
日
出
所
付
ノ

L
J
構
成
し
川
品

化
も
の
亡
は
あ
る
が
、

L
A
L
所
得
税
反
上
は
原
則

y
L
C

諸
税
的
存
に
は
A
u
t～
つ
れ
て
い
な
い
と
併
く
一
れ
る
べ

L

い
う
の

もも
L

主
将
杭
訟
は
、
外
部
な
い

L
他
人
か
ら
の
は
古
川
治
州
値
の

流
入
じ
十
、
、
つ
U
H
A
防i
に
抑
附
さ
れ
る
（
…
勺
」
と

1
2ザ
メ
亡
、
川
町
丸
、

市
川

dtum押
す
る
」
走
法
前
」
し
て
い
る
か
レ
つ
で
あ
る
c

て

円
ょ
っ
な
足
前
を
支
え
る
会
H
h
H
根
拠
U
、
才
一
ぶ
者
も
台
J
円1
1
A

J

共
ム
ミ
れ
て
き
た
所
伴
l
以
入
と

γ〉
常
設
的
な
考
え
方
の

ほ
か
、
ハ
ギ
唱
収
引
寸
を
げ
tuじ
た
外
部
か
ら
の
が
い
抗
的
制
也

m
流

入
手
一
山
内
λ
る
こ
〆
に
よ
J

て
課
税
「
持
斜
い
心
主
ぴ
拝
伊
）

F
J

半、

り
け
能
汁

γ一
続
出
吊
ア
ム
マ

L
円
め
毛
と

vり
て
お
円
、
れ
る
ι
j
J
J
と

も
、
帰
属
げ
得
ト
説
税

t
る
U
H
川
門
別
川
以
内
却
（
A
乙
一
＼
詐
伴

内
山
川
法
一
口
）
久
れ
の
一
崎
一
条
が
あ
る
口
立
た
、
叶
丹
羽
去

ry八
条

72Aめ
る

m
J
は
（
刊
川
｝
に

JA和
t
る
ロ
心
院
の

J

だ
め
の
代
衣
川
川
で
あ
る

｛
n
n
｝
川
料
税
法
が
ど
め
る
課
税
週
一
草
立
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的
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シ
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め
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は
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］
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一
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得
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、

L
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江

、

ヲ

計

乙
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て

次
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F
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て
は
そ
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3
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刊
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額
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計
1

ご
＼
（
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レ
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二
そ
れ
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の
一
川
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ヰ成
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所
得
L

つ
い
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ト
川
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ゲ
れ
引
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一
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つ
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か
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A
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F
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て
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所
得
税
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1
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す
る
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的
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｛
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］
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一
十
川
長
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U

守
乙
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R
W
司
品
川
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安
川
川

2
e
河
川
安
、
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一
一
冗
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一
ポ
ザ

l
ピ
ス
業
2

り
山
山
ト
F
4
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K

か
コ

l
f
る
所
得
を
い
一
つ
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一
昨
税
じ
た
人
目
ハ
）
、
二
て
で
列
宗
ミ
れ
た
半
二
三
剣
一
ボ
山

一
ー
さ
な
い
J

弘、

μ
ら
l

れ
日
八
道
J
u

る
メ
ノ
々

y
、
i

j

を
も
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一
主
主

唱
仇
す
れ
ば
半
業
と
は
、
川
］
の
－

U
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ド

μ
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対
仙
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也市い一一杭
u
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仰
に
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わ
さ
れ
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で
あ
る
こ
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ょ
、
半
量
一
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的
件
は
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給
」
ブ
川
件
、
／
一
円
ソ
J

什
比
で
は
、
役
じ

へ
竹
山
一
と
性
格
子
つ
け
ら
れ
る
給

7
叶
将
ト
f

一
口
、
一
山
」

ま
と
よ
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札
に

KJす
ゐ
原
川
川
に
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つ
ミ
一
心
A
M川
〆
日
の
｛
刊
一

γ

股
二
、
結
状
〕
た
～
が
一
と
午
、
使
川
市
V
れ
か
っ
交
け
ゐ
料
ド
け
い

十
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い
V

て
十トヨけだか～
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い
る
ィ
J
A
J
で
あ
っ
て
も
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時
売
等
士
山
口
付
芸

、
か
ら
牛
ず
る
－
町
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は
へ
お
J

に
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当
古
る
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た
ど
＼
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印

L
d
m
貸
付
り
い
加

χ
？
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一
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初
的
問
河
川
L
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し
た
い
晴
〈
口
に
惇
ら
れ

令
所
行
け
て
一
訂
、

ι↓日
h
A

す
ゐ
P

山
林
U
予
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か
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川
得
♂
、

J
り
伐
採
さ
わ
小
ま
λ
ー
は
詩
品
店
、
｝
れ
る
山
H
m
の
川
町
長
羽
山

が
一
日
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J

L

十
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場
〈
口
に
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台
。
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品川
h

（
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｝
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よ
か
／
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す
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山
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あ
Y内
〕

ウ

ム

ト
J

下
に
持
げ
る
通
叶
丸
一
所
得
問
主
木
泊
直
一
六
に
「
J

い
こ
、
叫
待
問
問
人
J

一
般
お
た
k
h
－Jγ
川
待
状
会
の
閉
店
先
ら
論

3

仲
山
川
市
わ
か
役
目
又
は
慌
河
川
人
の
レ
ク
リ
r
一
／
コ
ン
の
と
め

に
仕
へ
山
川
地
つ
上
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
九
百
品
、
、

政
杯
、
市
川
芸
会
、
u

た
品
川
公
等
の
f

』古川
T

の仰い
vmを
円
討
す
ム
句
、
」
ノ
い

で
υ
、
こ
れ
レ
り
の
行
事
戸
参
加
し
た
な
ト
、
1
r
m句
弔
人
い
〔
J

2

け
る

経
済
的
利
採
に
う
L
て
J

円
相
げ
同
一
昔
、
一
、

J
1
4
p
h
l
ト
一
に
山
下
出
ど
ぺ

カ
ペ
え
役
員
J
へ
は
何
回
小
人
一
、
使
阿
古
の
す
市
訟
の
必
要
に
宍
つ
一
き
号

加
で
き
な
カ
ハ
た

E
を
府
く
～
日
一
ー
に
し
そ
の
参
加
に
代
ん
J
h
L

誌
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沿
了
。
場
九
又
は
役
目
だ
げ
ふ
け
刈
泉
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と

4
f一
炉
事
の

相
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を
九
円
引
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る
場
～
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説
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な
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主
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支
え
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「
コ
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L
事
に
ち
札
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な
か
っ
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閉
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蒋
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一
山
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；
日
J

J
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含
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「
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に
つ
い
て
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U
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y
L
戸
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問
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ロ
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す
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E
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担
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時
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収
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一
の
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一
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、
〆
な
去
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v
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司
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介
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、
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叫
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＼
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叫
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双
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古
は
1
Y

ろ
か
れ

2

V
止
、
日
九
件
市
山
い
に
あ
心
主
ノ

1
f
レ
の
宣
容
に
揖
λ
亡
、
応
内
叩

話
い
人
フ
た

KMAlh
の
姿
子
力
メ
ラ
付
ミ
一
岐
市
電
話
で
侃
j
h
H
V

たー

を
fυ

九
八
州
、
川
］
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司
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什
句
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＼
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］
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廿
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什
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追
わ
人
で
竺
仁
取
い
り
押
さ
、
χ

ら
れ
た
叩
円
出
吉
川
と

7
か
l

ー
ド
ば
、
一
ハ
、
以
年
引
い
J

木
l

小
法
人
同
J

た
境
、
／
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逆
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の
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一
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氏
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械
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名
6

住
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入
〕
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わ
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、
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L
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1
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い
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A
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近
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ど
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仁
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叫
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］
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＋
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述
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ず
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叔
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付
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介
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績
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／
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す
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仁
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－
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－
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－
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、
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右
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仁
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］
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の
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仔
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梓
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収
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台
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と
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陪
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、
と
札
に
二

L

C

b
指
院
し
て
J
ν
た

む
い
そ
円
際
、
持
作
、

λ
弘
外
の
般
笥
桂
や
が
れ
カ
ら
の
貨
推

川
況
を
い
凶
ふ
ん
る
～
め
に
メ
ヴ
ゐ
法
体
T
i
没
、
一
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
お
円
、

恨
の
怯
権
者
の
一
る
し
い
げ
一
的

rm刊
に
汁
J

一＼

A
a
が
汁
折
で
き
令
か
れ
川

h
J

ト
）
ぃ
、
七
、
あ
恥
せ
て
柏
山
寸
μ
し
ず
に
〈
J
l
p
u

V
民
法
4

幡
野
Jrハ
刊
明
助
教
授

次
ム
ー
ノ
問
1

問
フ
に
答
え
な
さ
い
）

同
町

x
kば
タ
ク
ン

1
会
計
を
将
jpM

ヲラフリ

L
莞
と
制
り
へ
戸
ぜ
父
阪
を
削
始

1
た

久

は
V
A

の
住
む
ヲ
ベ
7

卜

U
T入
り
す
る
よ
う
に
な
ハ
た
が
、

A

］
身
引
佐
ム
家
も
あ
り
、

X
の
ア
パ
ー
で
は
迂
心

1
1か
過
ご
」

て
v
丈一

A
に
は
父
際
問
的
当
時
伐
に
死
別
J

て
い
た
討
券
H

l

内
問

、jv？
っ
げ
た

f
yが
い
る
一
五
品
主
と
引
桶
川
州
本
一
担
ん
J
L

い
た
い
か
え
は

〈
一
札
や
一
拒
え
で
t

ムV
I

こ
っ
〕

c
n」
い
に
わ
よ
い
ノ
A
は
X
勺
一
ら
し
也

、rf一J
r
A
悶
w
m
i祝
日

L
授、
1
怖
を
忠
い
柁
1

｝
れ
一

A
σ
山mJdh
療
実

巾
の
山
M
J

乱引い
u

一に

X
が
「
付
ー
な
〆
じ
し
た
d

ミ
ば
パ
「
計
、

X
仁
川
刊
し
て
ぺ
活
情
。
万
円
Ayd
瓦
月
夜
て
、
～
一
「

t
よ
、
＝
T
I
－－、一
ff

－
円
の
贈
っ
を
行
つ
よ
一
：
一
も
あ
る
。

L
か
L
、
X
L
M

久
山
判
日
航
ι

一
人
で
は
な
い
た
め
（
入
は
直
一
百
を
浅
J

亡
、
け
な
ν

）、
A

えの

引
払
肘
阻
む
八

fxu（
万
一
い
い
は
法
Jた
引
続
へ
市
あ
る

Y
」
帰
R
J
1匂

一一レ
μ

一」／
J

7
乞

こ
の
よ
、
ノ
」
な
事
案
に
H
い
し
、

X
は
Y
に
出
続
財
し
台
に
対
ラ
る
何
つ

治
の
栓
J
ぺ
を
コ
山
一
C
奇
心
で
あ
ろ
う
か
日
〆
J

三
川
れ
る
J

山
内
川
即
日
出
一
の
あ

じ
方
を
誌
な
荘
ド
ボ
〕
、
百
以
も
妥
有
！
こ
也
わ
れ
る
い
的
処
却
は
し
ず
れ
で

レ
め
る
芯
を
ド
ナ
F

ょ
に
、
て
の
根
拠
も
h

止
べ
な
Y
A
V
c

E
J
 

R
fへト
ホ
成
ム
守
省
又
は
、
父
、
え
の
死
fL
仁川
H

v

土
と
午
を
山
肌
山
ー
し
た
c

ー
の

舟

R
m
A
の
疋
ゼ
ス
E
X
ぷ
プ
門
出
制
ヰ
何
か
と
川
口
川
亡
く
れ
て
U

た
仁
の

求
め
い
よ
一
円
、
仁
乃
口
却
v
か
ら
の
借
入
院
議
を
出
J
U
昨

F
る
た
め
に
、

x
t代
記
1
J
て
ム
ト
た
平
μ
版
以
内
権
r
f
－R
2
Y
J
た
ι

ー
成
’
寸
い
＼
一
τ
L
h一X
は
、
十
九
件
根
抵
り
」
μ
培
技
J
U
H
f
「
叫
の
抹
消
3
4
記

エJ
続
を
求
め
ん
一
「
同
州
仏
国

γ
主
れ
1
ぜ
か
な
る
担
川
次
が
も
た
＼
一

以
れ
る
z
f
J
J
芝
、
八
二
六
ん
人
一
戸
〈
の
五
日
可
向
性
二
ノ
い
亡
一
川
弘
L

J

一
つ
九
円
、
ん
よ

1
1
1
1
1
T
t
l］一

i
l
；コ

j

j

T

一

「

乙
の
ご
あ
九
ば
、
あ
り
う
る
批
江
一
犬
、
一
し
〉
コ
、

HAJ
阿川以
u
t
b
T

捧

読し℃
l
山l

－U
花
、
岬
人
数
m
u以
上
寸
か
J

批
判
が
川
柁
で
k
F
2
1

ぐ
ら

l
l
、川
r
J小
L
9
れ
は
介
で
お
お
判
例
法
制
店
つ
を
持
於
－

772均
ハ
ム
で

も
、
あ
い
う
る
批
吋
ベ
J
P
ゲ
サ
ハ
d
L
採
霞
す
れ
ば
よ
L

－

V
民
事
回
収
法
、
ム

助
教
授
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T 
以

I
ハ
れ
封
出
向
い
一
ヲ
ペ
ど
に
解
符
L
と
を
い
c

域
烹

T
叫
一
に
お
い
1

る
岡
山
川
惟
〉
泣
滅
内
川
な
に
つ

L
Lぷ
肘
〕
な

汽一い九
は
、
イ
ル
下
川
仏
師
vuを
対
象
〆
一
二
に
プ
イ
ケ
マ
T
F

ピ
ス
の
た
仕

守
山
ち
り
る
た
め
に
、
そ
れ
主
で
貯
す
埼
玉
）
〕
て
利
山
J

て
、
た

私
有
地

γ
斗
品
川
肝
訟
物
を
廷
後
d
L
P
〕
ご
手
与
え
、
日
一
一
町
一
世
九
百
仕
に

注
均
的
建
設
左
京
町
制
レ
工
半
代
す
の
品
で
の
ノ
M

一／入）ヘノ
h
M
円

fρ

支
払
J

h

J

？
一
の
こ
号
、
を
別
徒
h
いU
h

弁
…
一
い
に
答
九
？
な
さ

υ

B
会
辻
に
波
仕
五
社
が
市
川
此
凡
さ
丸
、
叫
散
布
行
甘
人
X
が
ど
作
ミ

れ
え
と
す

Pω
。
こ
の
と
き

H
h引
は
山
下
説

m迅
均
三
官
T
V

で
に
一
士

成
三
せ
L
U
た
が
、

A
二
事
行
合
な
同
町
一
一
一
二
一
二
ヘ
正
J

円）

十
支
私
コ
こ
い
な
か
J

た
地
ノ
口
、

A
内
債
持
は
、
崎
一
盛
手
紘
一
い
お

V

に
ど
の
よ
ろ
に
悦
わ
れ
る
る
）

日
日
へ
品
位
に
！
何
仕
手
恥
が
聞
い
川
町
さ
れ
、
放
す
川
H
M
財
人
X
が
早
作
さ

れ
え
と
す
る
c

こ
乃
レ
き
、
出
予
措
川
建
物
は

Z
だ
C
A去
さ
れ
て
片

ら
ず
、

I
た
主
に
一
小

J
C
？
事
（
代
ム
山
の
校
教
ム
一
心
一
二
ご
万
円
）

む
支
担
わ
れ
て
い
な
か
3

ハ
一
場
ム
リ
ー
波
市
町
管
財
人
X
は、

A
E
河

内
い
り
人
約
主
解
除
す
る
」
レ
ー
で
去
る
か
れ
川
叫
向
か
え
じ
い
J

て
見
え
な

Il 

A'1：：支半期訪殺；的出ヰ成

カ ノコオL
' ：エiた
／ア〉）

会す
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I·~ 01 
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のグ ii引
Nx L で
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にが衿

お ！＇ Ur 
¥c ！ 人
亡父 X
ど↑寸 i
グ、 J よ

J二 ζ4
う、糾
にた除
抜一治' 
→みべ r「 ' ! ノ、～＂＇ 〉

方ι ／〉め
7 〆、
〆心 J ,, 

' 
反
一
、

V
労

働

法

ぷ

角

川

郁

了

幼

救

校

問

l

x
は
3

社
；
一
針
訟
d
v

ゐ
一
リ
ト
↓
札
代
行
労
悦
V
れ
で
あ
る
よ

X
1
、

ー
？
の
Q

一Q
は
い
九
前
p
p
T
て
文
の
同
情
rv

あ
J

九
一
）
か
り
、
三

社
が
字
／

J
ン勾
1
i

全
校
J

て
い
ん
ω
と
の
品
い
を
一
立
け
た
一

X
L
M
9

Q
の
ほ
か

Y
社
役
丹
、
や
人
事
芯
艮
ら
1
y

数
回
ヨ
ぷ
ス

Y
什
！
是

非
人
本
一
、
日
し
い
と
荒
＼
い
ト
ミ
子
れ
、
日
一
汁
い
い
吋
一
け
寸
恥
マ

ア
プ
も
間
行
一
一
ぃ
、
k
一
ア
守
こ
な
い
と
か
っ
、

Y
司
へ
の
一
人
ペ
そ
法
主

し
に

V

土問、

Y
仕
が
提
小
l
h
探
沼
条
件
事
戸
（
を
叫
一
山
［
た
う

え
バ
＼
入
ほ
ユ
凡
な
川
書
J
Pゲ
世
川
J

ア
υ

と

ご
3

カ
入
社
内
約
一
週
刊
討
に
な
一
J

て、

V
ム
仕
は

xr
、
ぷ

和ア川
r似
ド

2
1仁
科
目
川
以
、
事
業
引
自
の
見
闘
し
の
た
め
い
、
支

の
問
問
ト
ゲ
ラ
l
J

宅
三
、
い
た
グ
ル

1
／
部
門
が
ん
竹
在
〕
な
く
守
3

た

こ

と

不

l
－
ン
↓
以
外
の
臓
や
に
変
弘
士
w

る
如
、
あ
る
い
は

長
h
A
i

給
乃
二
か
汀
万
円
治
問

γ
よ
三
ヘ
引
日
判
別
々
を
ざ
択
し
と
欲
し

い
こ
と
を
、
ノ
え
た
よ

X
は
す
て
に

y
引
仁
一
六
根
回
γ

を
出

J
C
い

た
？
｝
と
占
ら
、

E
4
T
に
一
咋
叶
朱
河
ど
お
り
い
探
パ
門
川
し
と
ほ
し

vJF

主
丸
一
心
が
、
三
辻
は
X

L

1

刊
す
ノ
w
採
用
一
司
ぬ
を
山
川
り
消
L
に

Y
引
の
五
円
対
ヲ
y
J
採
町
内
定
取
消
は
有
効
か
亡
検
討
J

な
さ

問
ワ

X
は
Y
司
じ
勤
務
す
ゐ
川
ヘ
ノ
歳
代
m
労
山
間
υ引
と
あ
る

J
X
は、

よ？円

F
h
L
L
も
に
取
引
主
で
あ
る
う
村
人
山
向
も
一
、

Y
L
ゼ
ン

ア

t
J
3
ン
ナ
ノ
一
｛
け
コ
た

d
x
m
プ
L
μ
一ン一
7

1

1

J

ソ

J
m
刈
i

一容は

波
山
な
も
の
で
み
円
、
と
J

に
問
題
が
な
か
っ
～
一
に
む
か
か
わ
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っ
一
九
日
討
中
町
村
ハ
只
数
名
が
、

X
L
1
吋
1
d

げ
、
常
誌
の
約
山
山

ι
」ニ
F

J
へ
ん
時
定
的
先
口
を

J
ナ一

C
X
は
ぞ
れ
を
閥
、
て
、
た

v
へ
ん
小
愉

快

hな
り
、
会
議
官
を
μ

た
J

会
議
｛
写
の
外
で

l
r
h
り
く
待
つ
と

いイ
dJT
、
上
4
J
U
C
A
司
の
辻
豆
、
h
現
れ
ず
、
ぐ
の
う
↑
気
分
が
止
τ

／

4
り
、
す
一
一
J

て

υ
一J
れ
長
い

1
ど
ご
あ
ハ
た
の
件
、
J

社
士
山

て
々
々
、
〆
、
＼
J
F
ト「
b
J
た－

y
f
γ
H
7
v
、
干
ド
μ
九J
X
一け

萌
を
え
る
な
り
、
「
木
「
1
付
什
ザ
鮮
圧
す
る
P

こ
ー
ワ
た

Y
仕
円
νλ

に

U
す
る
解
京
は
有
効
か
r

検
七
一
日
し
な
さ
U

門
会
J

利
条
文
一
川
北
町
克
一
汗
法
）
｝
宮
崎

マ

同

関

陣

私

法

長

日

間

主

里

助

教

佼

1

凶
酬
は
契
約
の
市
拠
法
に
つ
、
て
、
淀
川
h

法
、
官
カ
ら
中
戊

パノ
L

戸
d

い
は
い
ド
片
山
拝
さ
れ
た
「
以
勾
適
用
に
河
ア
一
勺
泊
則
法
一
に

お
v

に
J
4
I
L
汽
れ
L
〕
」

r
を
ん
し
f
説
明
せ
山
u

ワ
J

H十
九
回
一
ね
の

A
山
男
は
ム
出
（
申
irr

氏
巾
〕
の
久
崎
れ
す
、
ど
ム
吐
い
の

汁
ヒ
門
家
て
U
V
J
P
、
川
正
人
つ
も
と
帯
十
人
な
也
九
郎
以
禁
事
を
保

v
f
k
M昨

日
婚
し
ナ
そ
の
は
符
J
ト
A
J川
は

B
f比
五
引
け
い
帰
国
l
少
が
、
ま
疋
口

ぶ
の
ド
諮
見
に
日
同
を
て
一
、
い
な
い
一
一
人
幻
柏
崎
は
川
本
ご
行
荷

な
糾
貼
と
三
ん
る
か
れ
中
弔
「
入
国
民
法
九
ヘ
条
一
よ
れ
ば
、

r
伝
効

な
町
制

γ
コ
い
ど
は
公
開
の
儀
式
と
二
人
以
の
一
一
L

人
の
存
在
を
市
久

子
7

勾
こ

3
れ

ω
。

3

2

の

B
r
l
h
は
川
村
町
で
、
ふ
出
始
、
w
r小
山
、
r
f叫
結
u
d
J

か
一
J

台
湾
で

の
抗
出
君
、
時
守
二
、
川
ケ
円
ハ
｝
か
M
V
h
U
「上旬

J
E
い
な
刀
つ
よ
／
主
）
日
え

に
帰
国
し
れ
役
、
人
は
〕
木
川
口
品
市
戸
、
川
崎
帆
同
刊
を
悟
山
正
一
A
J
、

そ
の
叫
自
で
附
始
時
か
ら
五
ャ
月
以
収
品
川
y

p

、
こ
ろ
と
L

m

J

J

んハ一

の

人

川

崎

虹
1
L
H
川
泊
か
じ
な
い
υ、
ヘ
U
J
4
i山
よ
は
L
h
比
例
札
別
内

～
再
が

設
I
町
山
＋
附
）
は
む
の

L
士
ハ

官
マ
法
環
一
平

次
の
三
川
♂
な
か
カ
イ
リ
二
山
を
選
択
〆
、
答
、
一
ん
な
さ
に

心
い
わ
山
？
の
「
司
J
子
戸
し
は
改
十
円
」
内
口
旦
一
に
あ
る
い
巴
翠
円
な
基
盤
江
、

い
の
よ
う
な
も
の
で
ム
め
ァ
ω
こ
号
、
で
つ
れ
ゐ
か
苛
〕
ど
説
明
ー
ノ
た

で
、
？
？
一
六
、
欠
浅
し
て

v
A
V

〆
一
泊
お
れ
る
論
百
ヤ
劃
ド
益
三
J

ん
し
、

主
君
の
な
け
吋
ん
や
一
述
べ
な
さ
い
。

v

わ
ゆ
る
「
民
平
ノ
汀
江
主
」
円
J

J

V

工
、
現
代
王
表
諭
の
観
点
言
説

叶
叶
I

J

J

、
元
日
付
e

仙
一
nd令
刻
パ
な
く
い
f

凶
内
外
伝
法
附
烈
月
前
の
J
h
印
伝
を
ふ

I
λ
、
出

R
rは
伊
を
述
べ
主

正
勺
解
釈
に
心
し
て
最
も
重
山
九
一
な
ら
力
は
判
か

寸ん
L
L
ニパ
Lr
」

7
3

7
f（
し
i
7

ふ
↓
、
iL
 

V
政
治
過
程
議

こいいぷ起りノザ比三仙り持、一リん

l
；
A
i
l－
3
2
a
 

い
ル
、
の
ニ
間
ナ
へ
て
」
川
肝
ノ
七
し
な
ξ

い

R
1
4
 

H
H
1
1
 

一
一
！
；
制
止
の
ο
思
表
L

ハ
い
て
、

H
詰
加
え
肯
ん
虫
、
一
均
史
行
動

耐
充
、
え
一
f
f
y
川
究
、
ネ
γ

れ
ぞ
れ
の
側
出
？
三
一
州
町
－
な
さ
い

ワR
? 

投
げ
九
日

H
化
作
一
ム
旧
に
お
げ
る
P

J

J

て
口
ム
1

U

一
日
げ
は
、

自
ι作品
υ
詰

凶
と
辻
」
町
二
ん
川
明
台
、
と
の
よ
な
わ
散
す
め
コ
疋
／
吾
U
J
T
つ
れ

吋…、
hmd

一、

ま
i
小
手
人

一
て
、
ど
に
よ
一
が
ー
に
木
ー
以
治
に
〆
の
；
て
つ
な
日
h
U
2
E
L
r
J
h

え
ら

d
J
t
y
Z
J
X
ら
れ
忌
刀
以
下
町
語
句
を
す
べ
て
用
い
仁
点

明
ゾ
な
さ
い
〔
」
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託
済
的
ー
一
一
1
い
刊
一
ー
義
、
一
辻
人
以
回
収
で
ム
ー
去
、
川

ld
旬
、

な
政
財
L
、
政
枠
交
代
」

中ロ

3
e
H木
に
お
け
る
政
刈
一
ι町
、
浩
正
一
と
さ
伎
の
影
響
力
開
ば
砕
い
つ

い
て
J
U

、
一
し
い
ん
ぷ
侵
：
れ
h
一山

r

一
政
L
P
h
優
伏
ぬ
と
い
う
一
ノ
の

も
力
な
説
芯
あ
る
ο

」
の
而
誌
に
ん
一
フ
ソ
心
、

J
な
ん
山
骨
の
け

mFu

a令

論

な
k

い
そ
の
誌
、

1
1
僚
慣
KL
一
論
一
を
人
材
サ
る
、
一
7
1

立
後

F
t酬
を
支
持
す
る
、
別
力
、
下
広
b

三
日
つ
ご
い
る
、
の
い
ず

れ
の
斗
ぷ
を
y

る
の
か
を
引
引
い
し
、

H
／
体
的
な
似
却
、
を
ボ
し
な
が

J

誌へ一叫が一
w
h
め
な
さ
い
J

マ
μμ
ホ

政

治

山

思

想

史

本

原

詩

助

教

皮

肉同
l

いU
τ

円
引
羽
PJ人
以
、
岩
己
〈
九
一
lu
想
家
主
ム
I

U

に
害
古
（
論
文
、

の
ザ
却
で
あ
る
仁
こ
れ
ぞ
れ
の
！
人
平
勾
よ
り
汁
v
q
h〆
九
「
ァ
ん
な
さ
い

i

に
ど

4
7町
ド

の

戸

一

品

は

ν
J
N
尚
昆
た
も
の
一
℃
い
な
わ
る
ι

ま
L
に
い

か
ら
rd
二
、
ざ
い
附
ト
配
列

L
て
し
ゐ

円

、

J

者
は
と
だ
、
民
を
弓
叫
て
川
町
ら
め
る
ヲ
こ
そ
、
つ
一
め

こ
す
べ
け
J
U

、
rh
に
引
を
行
、
J

、
主
d
む
の
ド
あ
h
一ず

国
一
比
二
は
一
種
肢
の
人
民
間
民
7

～
全
出
合
共
に
）
、
山
川
百

人
戸
汁
J

て
山
山
内
別
を
日
川
、
凶
ャ
一
、
つ
h
斗
に
叩
似
る
こ
l

仙
山
田
人

事
祝
司
令

rJも
序
ど
し
、
内
べ
か
ら
与
一
ト
カ
ォ
ヘ
、
す
こ
J
尚
一
人
の

為
に
す
之
主
り
も
地
め
、
政
府
り
卜
に
い
に
こ
｝
J
i…
っ
支
以
？
J

似

の
政
府
の
制
御
を
な
る
を
む
主
夕
、
制
稲
尖
に
山
か
ら
何
ム
「
一
4

－
C

出
J
一
す
ム
川
村
主
一
主
、
？
な
心
一
。

山

リ

ベ

ル

テ

l
ぷ
ラ
ル
ー
と
は
我
が
消
仲
い
凹
与
の
姉
、
え
ご
位
泊
，

A'1：：支半期訪殺；的出ヰ成

ノl、
足

の
志
内
縛
を
交
打
り
L
A
、
完
全
発
三
人
こ
余
ワ
話
き
を
ル
J
J
や
や
罰
つ
ω

（
ヤ
町
一
山
人
所
清
元
と
rむ
と
に
配

7
る
品
川
勾

F
A
は
即
ら
沖
一

物
な
り
、
片
い
一
省
み
て
吠
ー
か
ら
ず
と
り
一
比
し
と
拡
｛
士
九
♂
よ
一

も
ホ
刷
物
に

L
、
伐
耐
附
）
“

が
一
階
級
的
円
め
ν
C
仏
め
れ
一
少
数
ぃ
ー
が
、
ま
た
益
パ
ホ
ー
ヱ
良
心
伯
仲
的

－
2

ん
恒
内
h
i

ト

あ

る

肢
I
、
表
か
ら
口
八
ん
を
引
き
却
し
、
ま
ず
い
さ
忽

閉
じ
ん
m
i
F
U
、
思
想
的
に
組
作
中
す

ω
こ
p

は
、
勾
斉
陀
品
川
官
一
動
の

お
今
歩
ノ
し
て

Z
市
凡
な
こ
P

て
ゐ
る
c
L
M
W
｝
け
れ
ど
J
』

J

一てれ

は
「
／
二
壮
町
市
法
運
動
力
第

υ
之
、
J

め
る
ヲ
）

2
F？
一
備
の
第

赤
仁
、
〈
U
r十
円
主
管
や
一
え
こ
と
は
、
た
か
に
取
れ
わ
れ
の

」
の
や
ま
ち
で
み
る
ι
指

示

～

？

ホ

1
め
る
」
F

を
知
つ
〈
、
第

lrhY7わ
ら
μ
川
ヂ
？
と
v
r
L
う
な
い
｝
マ
勺
七
っ
て
ん
」
－

3
ニ
ロ
け
1

7

v

j

I

r

i

7

F

！

｝

つ

；

j

J

L

J

7

1

V

3

3

わ
れ

σぷ
り
ご
み
コ
た
」
υ

仁
一
等
～
は
少
な
＼

r
dゃ↓
M
H
J
M
向
J

判
断
の
叩
界
に
心
い
↑
L

は
い
自
の

プ
ラ
グ
ス
テ

f
ス
ー
で
ー
ゐ

η
え

L
円

中
山
川
ラ
以
の
円
、
町
民
v
hコ
メ
士
〈
ご
い

1
1
1
F
作
付
む
の
氏
に
王
誌
の
当
相
に
円
い
て
、
江
氏
に
宅
也
氏
r
一い

）
考
え
か
と
が
出
県
三
回
史
的
に
円
且
一
、
－
J
一
氏
本
訟
の
内
容
、

市川一

1
4
J
h山田
υ
恋
山
ん
に
お
ゾ
主
円
二
町
、
む
一
日
用
r
A
t
L

一孔に
uhh
寸
ゐ
批

判
な
ー
ム
に
H
A
礼
な
が
っ
、
削
品
し
な
さ
い

日
川
崎
二
同
点
峰
山
町
サ
ン

z
サ
リ
ズ
ー
か
、
脱
中
一
前
L

的
な
見
地
か

E
F一
中
壬
〆
口
十
設
」
の
立
地
に
変
化
す
る
7

口
ピ
え
を

4
4抗
日
刊
争
明
、
」
零
戦
午
畑
、
第
次
日
伴
主
ヘ
一
日
引
の

J

りふ？
I

一

j
l
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向
山
に
分
け
て
旭
川
一
汎
｝
な
さ
い
〕

マ

地

十

力

行

政

詰

曽

此

誌

糾

助

教

授

中ロ
1

必
一
例
詰
匂
ト
コ
I

J

、
他
川
市
に
一
解
せ
「
川
紙
円
行
以
い

一
三
丸
山
υ

ー
な
さ
い
リ

い

H
J
木
の
位
方
凶
作
作
の
巾
祝
日
吋

ワ
仏
人
柱
・
分
栓
1c
性
八
円
・
分
離

問
2

H

H

不
の
迎
十
J

川
口
約
は
い
に
い
じ
け
る
ー
す
」

A
K
m
関
係
に
つ
い
一
、

ぃ
小
川
づ
〈
士

U
J

V
涼

政

計

量

訴

回

附

悶

久

註

助

教

授

半
l

常ぃ「…

vd情
報

法

鈴

木

三

平

品

叫

ん

弓

以日伯
t

小

fpにいれ川
J
tへ
の
誘
拐
が
材
発

ν

も
い
ブ
ヴ
ラ
々
に
お
い
J
J
U

JJ
ソ
ィ
ア
活
動
Z

J
て
い
と
日
本
九
r
J
f
q
X
は
、
山
祝
日
の
ケ
リ
一
γ

仁
A
お
ミ
れ
九
が
、
ハ
ヘ
ト
吹
山
刊
の
努
力
ド
そ
J

J

L

身
柄
を
解
れ
き
札
、

軍
事
に
帰
国

J
T
C
X
は
保
田
従
、

A
羽
山
下
わ
え
K
一
一
ツ
か
け
い
五
つ

の
マ
ス
コ
ミ
治
、
危
険
を
承
知
で
イ
ラ
ク
日
へ
凶
し
て
ド
た
＼
を
欣
L

／
＼
批
判
J

ていね
ρ
、
p

ノ
、
に
山
伏
甘
vi
か
れ
允
行
1

J

こ
い
る
沼
刊
I
叫の寸山

中
に
は
、

X
の
ノ
ラ
ク
t
h
？
の
日
間
は
ド
ラ
ン
ワ
ベ
l

ア

τ
L
H
で
は
な
＼

単
な
る
間
味
大
厄
乃
人
技
一
℃
あ
J

た
こ
古
か
れ
一
二
い
れ
こ
と
を
恥
コ

司町巾コバ
J

い と
の
山
担
架
に
つ
い
て
e

以
内
一
一
一
ノ
の
同
I

作
一
ん
な
ヤ
｝
、

に！
L
U
K
一、

X
が
、
必
判
一
JL引
に
お
い
仁
、
京
τ弘

一

条
z
弘
、
は
店
店
一
一
条

ミ
仁
川
刊
し
問
題
作
記
事
が
持
政
汽
れ
だ
制
司
叫
に
、

す
わ
九
め
カ
L
V
人
の
－
民
話
1
J

に
を
指
戒
す
ん
ω
主
、
っ
け
ぺ
め
ん
場
合
、

X
の
十

川
町
は
認
め
ら
れ
む
か
c

中川寄

Y
の「一
ι事
と
同
枚
に
、
寸

I
U
J
K
Z
が
／
イ
ド
シ
ョ
り
一
亡
、

V
A

の
］
一
フ
ケ
怖
心
の
討
片
山
ほ
ボ
一
ノ
J

？

r
？
出
動
で
は
な
く
、
リ
川
1

三

品
興
味
i
ゆ
り
の

rヘ
防
い
で
ー
必
勺
J
h
t
y

〆い
J
一
枚
武
J

て
v

ど
こ

LEAf

V
A

い
が
句
一
、
誌
d
1
v

司
い
い
引
い
？
に
、

R
d
J
U
T川
会
入
一
主
に
主
つ
主
、

χ

に
刈
v

d

、
訂
一
」
ー
の
技
栄
一
千
止
め
土
地
へ
口
、

X
の
I
広
は
認
め
つ
わ
る

イ
九
州京
忌
九
仏
4
条
寸
項
r
h
y
ρ
i
附一

V

宇

都

市

法

山

川

ド

山

川

ハ

ギ

助

教

授

いτ
飾
桁
を
告
む

Y
株
式
会
引
の
六
版
文
病
の
支
配
人
A
は
、
人
以
支

店
の
取
引
か
ら
牛
じ
た
代
す
勾
支
払
い
わ
え
か
に
約
点
千
五
キ
訟
り
川

1
9
場
合
に
は
、
一
行
九
一
ヘ

μ
J
川
ヘ
f

限
皮
に
、
本
什
の
決
法
去
に
イ
行
、
っ

権
限
が
ワ
、
ァ
7
1ハ
れ
て
M

だ
い
人
は
、
ム
人
い
収
支
店
げ
れ
羊
一
州
一
一
＼
一
二
附
ロ
一
山
（
円
売

山
戸
、
計
人
約
会
一
打
、
、
冗
五
で
あ
ゐ
日
株
h

パ
凡
人
一
社
吋
仁
究
買
代
八
L
の
L
ん払い

の

rめ
に
、
手
形
会
釘
九
〆
／
J

万
い
い
い
の
む
束
手
形
を
振
り
出
し
た
J

、

の
弔
飾
品
の
土
リ
刊
で
ん
ね
は
、
九
が
己
円
借
ケ
み
治
の
で
め
に
、
主
的

叩？
4
4明
人
、
そ
れ
J
7
A

均一札一
y

る
こ
と
え
ド
ロ
的

f

る
も
の
で
必
っ
た

日
株
式
九
九
社
の
代
氏
取
締
役
V
A
M
M

、
人
の
v」
誠
司
買
い
民
牝
の
円
M
d
f
F

L

か
っ
こ
L
，一

λ
は、

hvJ一山川千汚シ

J

仙
川
下
怖
を
一
↓
o

J

た
く
山
？
っ
主

む
に
誕
百
唯
一
ほ
J

た
）
日
辻
、
ノ
て
円
滝
、
h

ド
」
山
首
手
形
を

X
」u
歪
μ
譲

渡
じ
～
〕
以
卜
の
～
回
一
及
び

Z
）
の
回
見
解
を
民
主
」
た

1γ
＼

x

r
J
J
r
L合
宿
九
ハ
J

〈
ハ
口
，
刊
の
品
求
手
一
色
け
と
Y
和ド
lk
会
社
は
、
そ
の
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当

q
五
に
に
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
庁
情
1
1
1
d
な
汽
い
い
竺
ヘ
剤
、
期
一

条
f

ノ
を
不
J
4
／
十
で
、
理

H
化
け
を

l
半
に
J
V
d

つ
ナ
エ
で
催
公
「
T
る
ご

A'1：：支半期訪殺；的出

Uγ

｝
支
配
人
A
は
、
を
件
沖
l
九
九
九
甘
口
J
C
J

十
、
阪
支
仏
心
主
け
る
ハ
』
ー
括
的

代
州
一
存
の
投
与

E
r九
日
て
ど
ゐ
ュ
フ
イ
む
代
川
正
惟
の
範
凶
内
に
当
た
る
ぶ

買い
F
人d
わ
さ
行
J

こ
い
る
が
、

E
株
式
会
ネ
im
代
去
取
出
没
v
人出、
V
「
試

よ一向コ戸
μ人
約
が
主
の
私
利
私
欲
の
と
め
に
な
与
れ
よ
行
為
で
あ
予
」
〆
守

川
っ
と
い
る
そ
の
ヰ
久
ん
に
は
、
巾
コ
一
該
引
け
れ
内
L
h

山
、
早
人
ヰ
仙
の
川
r
y
n
土ぷ一ボわ

川
征
に
市
川
す
ゐ
規
定
を
顎
椛
適
用
、
一
Q

プ
ゼ
↓
こ
一
し
よ
コ
て
j
A
L
、M
Y
な
る

ま
た
干
形
作
rI4も
円
様
ト
を
閉
じ
卜
4
7
一
－
小
付
川
町
枇
に
よ
づ
て
征
効
と
な
る
よ

（
h
J
L
、
h
y」
出
子
形
日
夜
芦
戸
よ
っ
て
υ
口
休
眠
人
三
に
じ
か
レ
コ
tHh糾
重
過

失
の

D
に
ε
品
川
叫
ん
さ
札
て
い
る
ん
で
、
手
戸
行
法
じ
じ
条
明
ケ
六

条
二
治
的
定
の
芳
、
科
か
吃
戸
川
二
此
r
志
収
作
が
諸
外
ケ
ア
れ
る
か
又
は

桂
内
外
線
法
引
に
ょ
っ
と

υは
了
収
l
内
権
利
ヲ
政
戸
す
る
」
と
が
で

主
る
こ
と

γ
な
る
c

そ
う
な
る
と
也
仏
な
椿
利
ち
て
あ
る
わ
か
ら
「
形

i
の
梓
（
門
会
哀
苔
に
よ
2

て
取
己
ー
し
た
X
か
ら
の
詰
ぷ
に
討
し
て
、

Y

株
式
会
辻
は
ア
ド
川
ノ
エ
訊
九
い
＼
）
日
々
円
力
主
払
に
応
IJ
ノω
必
要
が
あ
る
一
）

と
に
な
る
h

一
／
い
｝
手
形
行
為
に
川
山
内
一
主
一
つ
け
政
位
が
あ
3

九J
」
l
ど
も
、
j

一文一忠人

丸山か何
J

つ
J

J
ト
ド
ソ
日
行
為
ー
は
い
は
白
九
九
こ
鮮
J
q
p
Q

こ
ご
f

い
な
？
？
ぶ
ず
し
、

じ
で
ぺ
民
約
カ
A
の
円
札
利
引
出
孜
を

E
的よ一

C
4也
、
れ
た
と
＼
事
実
を

お
味
パ
人
口
辻
川
片
山
託
収
柿
校
五
が
知
J

て
い
た
場
合
に
べ
討
株
式
会
辻

h
f

り
の
い
え
立
に
は
ιに
じ
る
抗
更
は
な
い
（
」
ま
え
斗
、
川
市
誌
の
口
が
介

ヰ成

ι1
て
い
三
／
二
、
心
、

xか
と
れ
文
払
一
」
V
味
ー
た
百
一
生
J
M
応
じ
ム
ヤ
必

ザ
べ
は
な
い
は
F7
ご
L

ゐ
ゐ
c

官

マ

叫

時

、

拍

法

ぺ

久

山

規

之

教

授

次
の
三
川
や
一
か
、
二
間
を
選
択
1
J

こ
川
九
円
え
な
さ
し

1

本

人

お

け

る

u
H境
梓
，
一
岬
の
変
遷
剖
程
J
一
判
例
の
到
内
主
性
担

九
／
、
ノ
よ
ご
、
r
況
に
ま
忠
寸
法
仁
成
い
仙
川
元
斗
印
刷
定
を
止
り
る
1

じ
す
れ
ば
、
い
一

の
主
、
つ
な
げ
羽
山
山
か
L

めい川中川ケ
hv
か
に
つ

L
f
」
附
じ
な
δ
いし

2
一
吋
で
刊
い
い
に
す
物
一
L
の
環
坑
へ
円
引
い
量
の
記
握
及
川
リ
告
湿
の
改
昔

の
促
進
に
完
J
q
ム

1
1伴
一
～
P
R
i
R
ア
｛
ど
が
吋
冶

y

ス
ジ
官
庄

r

h
n
v

て
弔
t
r
V
5
役
割
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
泌
制
的

f
孔
い
と
の

に
い
収
を
ん
川
一
等
い
百
ミ
つ
一
J
J
U
T

な
v
r
u

3

幸
、
責
点
判
関
川
ヰ
打
主
力
支
川
」
に
丸
川
内
、
供
述
I

L

l

J

ク
ル
ャ
て

4ω
桧
ι店
主
れ
て
v

る
ロ
ぞ
れ
つ
の
法
律
町
ー
か
り
少
な
く
と
し
一
つ

f

以
h

上
げ
一
＼
北
丁
、
産
ぷ
肯
、
行
の
催
す
ど
い
、
つ
町
民
点
か
お
り
評
川

J

」
71仇
〈

一

ぜ

V
裁
判
い
子

L
べ
恒
γ

〈
山
同
教
授

授
業
ご
以
り
卜
け
ハ
一
一
市
’
F
／
涜
の
託
忌
口
一
ム
K
T
J
門
続
的
防
5

2
E品
川
崎
山
能
〉
千
社
通
認
」
の
一
～
の
ナ
l
r
か
ら

4
4
Iこ
と

r
J

t
選
ひ
、
川
副
主
当
山
下
者
の
い
門

FLtな
紛
争
処
五
J

い
う
叡
」
一
ハ
か
ら
、

庁
で
問
題
を
J
H
百
三
＼
と
札
に
引
い
F
J
な
む
し

官
マ
ア
ジ

7
一
い
お
け
る
金
取
サ
ー
ビ
ス

レ
ポ
ー
1

V
ド
イ
ツ
法

明
パ
レ
か
り
て
町
教
校

ヨ
ハ
才
ス
ギ
メ
ス
カ
／

y
助
教
授
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世
切
と
語
、
投
b
m
w
A
ぴ
私
一
守
山
用
紙
L
1小
川
之
、
泊
三
な
さ
い
。

川
向
日
代
友
伐
間
以
、

a
E
fや
L
A
A
A
F
Jめ

Q
P

い

芝

川

ふ
f

山
花
氏
一
行
、
あ
る

山
連
比
一
三
誌
で
あ
る
の

山
川
主
代
去
す
る
連
邦
快
古
品
、

－…児、
d
A
Aザ
L

あ
る
ー

し
定
店
主
φ

…
法
院
九

J
h
る
c

c

在
日
公
設
月
、
あ
る
、

引

運

rア
ム
八
川
崎
簡
は
、

a

昌
平
日
投
開
択
に
よ
り
告
ば
れ
る
υ

b

恒
児
北
ム
一

ιよ
り
抗
ゴ
札
る

汁
浬
》
入
五
誌
に
よ
り
摂
ば
れ
る
）

4

再
一
邦
夫
紙
読
の
に
凶
州
は
、

山
ノ
h
l

て
み
る

b

T

川
年
で
あ
る

c

ハ
fu
で
占
め
ら

一
出
直
邦
大
統
治
的
再
d
M
は、

bt

肝いに／
J
V
可
能
で
あ
る
「

b

口
川
川
、
竹
一
問
＋
忙
で
一
め
／
V
P

U

埠
I
J
ι

の
十
件
～
は
M
制
限
で
あ
る
）

n
h

－4
4
4～A
M
公
設
員
円
十
川
白
山
J
h
、

U
U

↓
口
川
ド
ド
日
一
同
d
r
刊
で
あ
る
P

回
と
け
リ
誌
で
あ
る
。

山
川
波
必
灯
ド
で
は
官
、
制
限
ご
あ
る
口

出
苅
談
会
議

H
の
江
却
は
、

同
年
で
J

め
る

υl 
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立与小
l

問
、
あ
る
じ

い
一
ハ
佐
川
j

で
イ
吋
ス
ペ

に

民

間

最
J

川
出
川
間
引
戸
川
寸
予
い
に
つ

L
ご
は
、

凶
混
叩
沖
活

f
故
山
山
ョ
い
”
が
裁
判
す
る

b

思
司
会
誌
が
品
川
河
J
q
L
U

川
連
「
一
川
t
u
裁
判
附
が
裁
判
す
る
h

QI

労
働
法
ょ
、

公
訟
の
一
分
野
で
あ
ふ
ー

し
い
立
止
の
一
ヘ
j
牙
で
あ
人
U
n

泊ん

υ
た
佐
川
川
町
唱
で
あ
今

川
山
比
日
山
由
主
主
｝
ρ
2
2
c
z
一
は
、

川
股
慌
の
い
仏
作
の
中
川
監
で
ふ
る

h
m
m山
小
川
一
一
河
弔
の
問
題
で
あ
正
υ

川
抗
日
の
佐
川
町
・
効
果
的
問
団
て

iTω

仏
語
概
念
日
柳
川
釈
汗
日
当

O
L
J
4ぺ
3
5
0
Mさ
は
、

川
泌
総
円
以
作
の
同
起
で
ι

わ
る
c

川
服
、
仲
♂
効
黒
門
同
窓
で
お
お

Z

M

問
問
刊
の
民
件
。
対
日
六
の
ル
J

遣
で
あ
る

山

川

I
山は、
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公
ム
｝
「
山
内
一
V
F
で
」
め
る

私
法
の
分
野
で
あ
ら
「

民
ν一
し
た
山
比
一
分
一
計
で
み
の
る
J

之
邦
大
牝
加
は
、

い
山
夜
、
一
J

た
川
、
辿
に
そ
の

E
主
要
れ
な
け
れ
♂
な
ら
な
い
じ

成
斗
ー
し
た
法
律
が

A
’ド
J
山
の
手
続
一
ト
淀
っ

t
ぃ
λ
こ
と
を
政
悲

J
J
U
ら
取
れ
ん
白

v

点
、
け
礼
ー
な
つ
な
い
わ

成

υ一1
れ
一
次
九
回
が
凶
作
本
υ山
の
手
続
・
什
人
体
に
従
一
一
九
U

る
こ
と

4
隆
司
4

じ
て
カ
ら
者
名
｝
長
け
れ
ば
長
つ
な
い
〕

九
イ

y
直
川
夫
九
州
同
成
ー
一
N
U
N
来
、
日
産
土
ア
ム
八
統
簡
が
J
A
d
に
古
乙
ず

心
二
／
一
台
以
に
～
た
の
は
、

八
司
て
あ
る
I

一
六
出
］
）
ヤ
ト
あ
る
υ

［
山
出
亡
あ
人
♂

!l;i " 

,, 
A'I＇！支半期訪殺；的出

a
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川

巧

政

出

動

手

き

は

、

q
ぃ

1
店
山
「
な
け
れ

M
K
Y
ら
ん
n

い
ι

い
国
け
出
な
ど
て
も
よ
い

円

η
b
U
4
J
九
一
立
け
な
い
れ
ば
な
リ
な
い

川
日
い
い
オ
し
こ
い
な
い
一
、
成
u
也
設

f
－
＼
｝
は
、

d
」
同
が
こ
れ
を
併
故
〕
な
け
れ
ば
ミ
ら
な
L
O

ω

当
品
一
が
こ
れ
を
が
嗣
ず
る
予
と
が
ご
主

L
J

c

い
か
な
る
ぬ
い

ιγ
一
会
げ
る
hr
規
定
ミ
川
ご
い
な
い

引

て

u
J

う
え
主
立
、

川

つ

一

f

一z
u
L
a
l
y

ヰ成

行
政
法
判
叫
が
ト
一
れ
を
存
売
す
ん
ω
二
〆
は
で
き
な
し
d

ー
政
裁
判
所
が
ご
れ
を
い
カ
な
る
政
ム
か
ら
お
’
＃
企
4

一
フ
ゐ
？
と

b
 ヤN

点
、

zu
勺

行
政
法
判
叫
が
ト
一
れ
を
存
売
す
ん
ω
二
〆
し
が
で
き
る
の
は
形
式
的

' 8, 

斗
J

読
L

v

て
円
み
で
ー
必
る
〈

芯
苅
丸
コ
散
命
吠
に
代
4
d
tゲ
手
A
V

派
也
む
は
、

ム
ハ
一
め
る
p

o

六

い

あ

る

c

一
＼
つ
p

u

f

J

F

白

iλ

仙

波

hj↓
J
叫

A
5靖
氏
の
｛
也
料
相
は
、

u

六
六
、
ふ
る
c

いι

六

川

で

L

め
る
に

川

八

で

み

る

）

白
河
｝
印
、
一
百
日
昨
J
F前
川
一
一
の
定
数
ほ
、

b
 

／、

lじで
であ
わら

心

人、一一、
L

均一
V

4

4

V
国
際
金
一
融

国
A
M
G
L
ハア（｝立戸｝戸円、ココ四へい（
VFK（

と

の

ナ
L

次
の
間
じ
柱
、
え
な
さ
い

U

烹
h
y
u
j

ナ
サ
フ
シ
ゴ
ア
リ
ン
プ
h
M
L
U
ん
つ
宇
混
乱
を
絞
印

3
る

え
め
い
山
市
山
守
人
｝
て
い
る
ん
法
仁
引
い
て
ヘ
ノ
一
行
刀
サ
て
一
吋
明
J

な

九
し
れ

八 1千
頁イー
サてて
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一dp
J
一一】三
d
h
E

き
2
T
U【
完
止
め
乍
企
3
u
v

／
一
い
、
わ
μ
開門〈
υ
門
店
昧
キ

己
U
）J

主
kr

一
勺
珂
長
ご
丸
町
、
ぷ
三
口

E

〈
』
：
ノ

f
f
一
n
［

J

、

i
臼

t
の
宮
市
に
川

rrる
著
者
m
h

川
台
、
人
会
戸
h
い
い
れ
内
♂
品
村
町
L

～一三九い
υ

「1
c 

仁
F
J信
託
ぶ
一
汁
経
常
絞
へ
J

沈
亦
J
J
止

h
v
u
vド
京
事
件
一
判
時

一
八
口
以
下
ιト
ノ
耐
｝
を
弐
J
U
C
M
J
円
以
一
ト
え
ケ
ヌ
な
と
い

l

j

平
行
モ
丑
一
円
切
々
に
閉
す
る
司
法
宏
一
一
九
百
の
体
以
き

主聞い｝

J

口
取
同
哉
の
日
日
ん
は
川
符
八
九
ょ
っ
と
い
る
治
、
三
三
J

異
な
る

引ーカム
ω

一
説
明
な
さ
い
J

山
本
下
条
一
頃
」
に
閉
す
る
両
及
川
町
付
烹
口
一
川
判
込
は
、
パ
上
、
際

的
円
〆
」
円
よ
什
な
上
い
悼
行
ハ
を
よ
た
h

す
だ
ろ
っ
か

4

一ノリ

1
自
利
事
典
つ
／
J
L

ペ
プ
ヮ
ア
～
宅
子
一
百
二
一
三
一
は
「
役

資
ァ
一
シ
ド
一
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
山
疋
北
〆
1
L
る
法
伸
「
子
的

ド
ハ
止
確
な

n
は
ノ
こ
か
〔

「
校
長
ブ
ァ
シ
1

円
、
｛
ヨ

JSィ
dJ河
合
丘
一
手

5
ぢ
ハ
壬
手
｛
f

さ
と

は
、
企
業
＼
の
投
資
エ
一
株
式
的
取
得
｝
に
よ
り
、
再
r
了

日

開
株
ド
工
法
刊
の
行
地
元
」
行
L
、
令
長
柄
値
を
川
上
さ
ゅ
ん
l
亡、

売
却
慌
に
よ
る
刊
必
抗
何
者
百
的
と
↓
ゐ
技
安
七
出
訂
の
一
種
「
L

V
知

的

対

事

の

潮

流

脊

止

A
J
史
教
授

し
v
v
J
q
Tー
へ

ゾV
岡
本
の
法
緬
政
治
制
一
症
と
法
a

政
治
V
〈化

i

ト

マ
犯
罪
者
処
遇
法

制
芹
山
T
一
許
制

木
ハ
汁
市
川
刀
リ
政
改

次
の
う
た
早
を
ム
凶
ん
ξ
、
い
［
の
山
江
川
町
4

に
武
門
ょ
ん
な
さ
し
。

｛
け
一
ロ
レ
ー
内
政
が
出
台
4

刑
制
皮
は
、
位
歌
山
山
内
F

制
定

μ
よ
円
、

白
山
県
的
に
も
最
も
准
よ
だ
制
度
の
つ
；
な
吋
た
そ
し
て
、

f
の
後

も
こ
の
泣
獄
法
に
の
～
〆
一

2
L
H々
釘
務
一
」
柿
町
ー
す
る
別
務
悼
の
不
一
あ

の
幸
一
に
よ
〉
亡
、
少
人
数
で
効
率
主
ノ
＼
受
刑
れ
の
込
迫
主

h
J
て

ま
？
と
い
う
ぐ
し
亡
、
誠
氏
の
混
山
口
片
山
い
ら
し
、
矯
正
教
J

刊
の
た
め
の

ぷ
胞
取
が
写
一
ヘ
主
礼
、
す
｛
吋
戊
成
山
明
に
お
し
と
江
弘
行
人
H
刀
法
少
に
よ

り
出
町
憶
力
不
γ
怖
が
バ
L
Eれ
h
v

中、

d

え
れ
高
円
九
什
会
復
帰
の
た
め
の

日間

ι処
法

の

担
i

士
一
冗
に
力
が

U
K
刀
れ
る
ト
お
う
人
な
っ
、
立
の
成
民

主
一
げ
る
よ
ろ
に
な
J

た
と
し
つ
）

こ

J
L
と
叫
ん
代
の
流
れ
の
！
一
て
、
…
L
獄
法
ょ
ぺ
ι
質
的
な
花
け
が
な
さ

れ
ず
、
間
町
出
l

円
、
も
抱
択
3
札
る
に
王
り
、
「
一
心
代
北
、
「
王
律
化
、

一
凶
深
化
を
い
れ
花
I

J

4

4

A
税
法
改
半
＼
引
取
判
が
行
わ
れ
た
）
多
大

な
日
間
と
滑
り
力
を
押
パ
れ
し
て
、
多
く
の
高
十
件
附
九
九
が
行
オ
れ
、
立
川
向

か
わ
／
宍
五
な
誌
諭
が
な
さ
れ
た

J

か
〆
、
三
辺
ト
わ
と
円
、
U
F
L
r
d
法

改
止
主
を
同
会
ト
徒
出
L
、
仏
改
正
の
試
み
を
行
っ
た
い
ち
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
作
け
で
h

y

ん
w
T
4
1
J
ふん。

そ
の
後
、
孔
か
国
内
引
ム
討
に
は
桜
々
な
変
化
が
起
～
一
っ
た
よ
右
J

円
上

が
ち
的
経
済
が
終
え
ん
を
主

χ
、ロ咋
4

前
印
刷
む
か
与
で
は
九
救
済
へ
こ
し
う

吐
会
の
変
化
の
中
一
一
＼
叶
い
の
役
割
少
い
で
J
P

一
刑
事
司
法
作
用
の
沈

れ
の
口
取
没
入

v
m
p
J
、
過
丸
五
犯

h
f
ρ

に」行

J亡
、
犯
反
省
主
促

な
が
ら
、
人
出
メ
｝

c
m－3
i
y
F
L
一
パ
ス
門
を
団
保
さ
吐
亡
、
寸
び
犯
罪
仁

1
A
Y
4
染
め
る
」
レ
一
な
く
、
打
A
託
子
組
、
よ
三
寸

ly
す
？
」
レ
y
f
H指
4
刑
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議
出
の
役
割
も
工
一
i
t
t
大
き
な
も
の
と
「
ぷ
つ
よ

υ

出
］
際
的
に
立
て
も
、

欧
什
を
巾
、
］
l
L
J

て
F
J
刑
の
去
が
人
え
く
変
ね
つ
ず
C

う
し
亡
、
之
の
ム
ヒ
ム
十
日
の
常
化
、
こ
「
町
、
改
f

一
山
改
革
、
行
政
改
革
、

バ
仏
改
サ
ア
等
ι吋
？
な
改
革
が
一
汀
わ
れ
、
あ
る
い
は
域
対
の
緒
に
コ
く
山

で
刑
務
所
ー
は
問
、
u
ふ
ん
向
け
J

れ
す
い
ボ
七
川
J
吟
川
。
一
宇
」
カ

余
り
に
瓦
＼
ノ
戸
内
外
元
ら
川
｝
へ
も
、
市
川
カ
ら
外
へ
も
、
パ
ペ
械
が
行
再

来
7
1
2

な
泊
ハ
一
L

こ
こ
が
十
八
去
な
一
出
同
士
以
な
う
コ
た
ふ
た
ろ
う
Y

一行

政
改
空
会
Y
A
＊
の
提
け
の
一
部
作
J
Z
引
川
し
ナ
も
の
と
あ
る
♂

叫
ん
主
ー
の
丈
一
『
を
1
5
J
に
｝
〉
つ
、
刑
務
所
川
て
そ
刑
者
に
怯
会
復

日
山
ソ
の
犬
山
の
処
一
日
を
（
h
i一
と
の
」
山
誌
や
、
刑
事
怜
古
川
羽
lA
を

踏
ま
え
亡
、
交
際
の
処
法
に
ず
れ
v

L

4官
J

向
加
す
ぺ
矢
子
戸
、
い
か
ら
に
一
日

い
工
、
日
庁
引
f

H
山町
bv
一
小
説
ハ
な
乙
い

＊
法
務
ム
ヘ
也
σ
4山
同
法
関
と
L
F
L
二
、
一
ト
一
井
一
月
に
は
置
さ
れ

土

問

4

一
月
）
ト
公
表
さ
れ
た
提
言
L
M
1

科
誠
一
以
二
九
（
U
；

ヘ
明
合
同
）
ム
ア
か
「
刑
事
指
市
及
び
叶
N
J北
村
高
等
p
h
w
r
川
田
に

似
す
る
渋
川
悼
（
へ
ノ
ノ
一
九
日
成
三
年
－
へ
y

会
匹
改
正
さ

れ
た
ー
一
民
砕
け
4
I
K

の
主
従
少
な
と
一
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